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屋整蟄型L2晏物スポット|■
【東町筋】 1笠は博多の町につくられた縦筋の一

つ東m」 筋を一気に浜へ向かって下る。かつての

“大通り"も 、車社会の現代では“狭い"。

■耀朋警暦■,」ξttξ鱚嘉目
多の町にとび出して行 く。

【大博通り】元の呉服H」 筋。戦itか ら戦後にかけて

拡幅され、現在の“大博通り"と なった。歩道も広く、

安心して見られる点で親子連れ、団体向き。

日恙 、補:嶋∬髪鷺劣鶉戦ロ
あるなど関係が深い。

【西町筋】道幅が狭い。特に福岡大空襲でも焼け残

った冷泉町の辺りは特に狭い。広い人博通りからこ

こに入ってきた山笠はとり流も慎重に担う。

慶歴爾匙lilD直ぞ駈里くロ
老師が出迎え、台上がりは拝礼をする。

【須崎町の廻り止め―帯】五分ごとに昇き出した各

山等は約五キロのコースを走り、廻り止めに向かっ

て残ったエネルギーを ‐気に爆発させる。
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7月 12日 午後3時 59分
【追い山ならし】櫛田神社と“ならし'コ ース約4キ ロ

ξ翼優]響 キ奎こ華窯暴含
【集団山見せ】明治通りの周間交差点―天神福肺役所1住路)天神―明治通リー青龍堂角(復路)言十約21キロ

7月 15日 午前4時59分
【追 い 山】櫛田神社と追い山コース約5キロ(15日 午前6時 鎮めの能 櫛田神社能舞台)
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※ 人形師は敬称略。表、見送 りとあるのは飾 り山笠。


